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序

J1Ut備断肉動単道遠野l;l;ElIi~の路線内に骨夜、rる民

家の移転先が蟹干釈追跡内であることから、ιのたび

緊急発1掴調1正を実施しました。

間1f.の給娘、縄文時代前期後~から中期前曹にかけ

ての際穴世践跡、 土機、焼土)I!~時等が検出さ札、 集結

のー部であるζとが判明しました。

本報告識はその淵混成自与をまとめたものであり、文

化財保護のため、さらには研究資料と Lて目、〈活111い

ただければ事擦に存じます。

続後bご、~拘i純資の実施と報告m.作成にご指i耳、ご

協力くださいました関係告般の骨織に、t保〈感謝を申

しあげます。

干fli7年3月

秋lIi司i1'1宵望書H会

教 育 長 石 黒 俊 民[1



例 言

.に ~ ~t， 

1.本機傍樽は、宅地造成に伴う智子沢治則;(飲111，11濁川宇自冊子沢)町発綿調査報告書である。

2.ぶ憾告書の執筆は、菅原俊行.石郷倒鎌 4 町助宵"'Ilfて公開.'1.'.市、進藤靖が行った。

3. ~編調世、 震理作業の過緩で、下記の骨氏より階潟、駒冒を賜ったo (敏称略}

寂隈車.. ，.荷量量忠彦、豪樗光男、理事湾 日{依岡県慢歳宜化財セγター}、無谷太郎 {紋図保

教育1f文化漂〉

4 遺慌の平面興及び土層厳画面肉中のPは.lIIH片}、 Sはお{磯}を示す.

5.発銅凋売による111土遺物.::il測園、 写真、その他的記録は秋同市教育委民会が保管する.
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調査の概要

綱査に至るまでの経過

東北織断自動l1!道波野秋同線はM子沢遺跡の北端を通る路線がllt定されている。この路線内には

民家が存在し、 ζの民家は南側隣接地を移舷先とした。しかし、移転先は周知の遺跡である蟹干沢

潰跡内(秋田県秋関市遺跡詳細分布調査報告書 秋闇市教育香員会 198唖午3月)であることから、

政問市教育望書員会に泡跡範凶確認絢貰が依願された。

秋lDijj教育委員会は平成6年4月にi量跡範開確認調査を実地した。その結集、遺構及び漬物が確

認されたく二とにより発掘調査商積骨織定した。そして、 秋田県教育~員会を交えて移転先の変更や、

当該涜跡の保護について協緩した。しかし、移転先の変更は不可能なことと、着工時期が迫ってい

ることなどから発指摘査を実施し、遺跡を記録保存することに Lた。

調査期間と体制

.11 i壁期倒平成6年6月1白-6月29日

調 li. 磁績 6∞rn'

2時査担 当 者駄凶ifj、鉄聞布教育委員会

1局主主体 制紋問市教育委員会文化課

課 長大限!fi美

惨 事氷川 久夫

2署 長 補 佐 菅原俊行

文化財係長

文化財保護主事

主 事

骨量 託

調査協力負

純 資 作業員

首都鱒誠一

安飼忠市 (絢1f但当)

佐々木 清

I茸o: 鏑{調査狙当)

五十嵐芳郎〈駄目考古学協会}、船木事E四郎

鎌倒世i充、神間怯費、 三術卓、佐々木敏線、高婦~久夫、

児玉 保、細井清光、渡辺峰美、橋本武妻、管原哲郎、佐々

木立雄、鎗本武雄、伊藤政俗、長谷川直量発、村繊u1-、佐

藤政勝、鎌悶てい子、訟回フサ

鍛理作築員 伊藤秀子

調査協力機関 日本道路公聞仙台建設局秋闘工事事務所

飲回県土木部高速道路対策事務所.

駄目県教育庁文化課
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駄回県境蔵文化財セYター

藤姥殺

調査の方法と経過

調資区の北側で秩ro，島郡紙文化財セソターが実I'liしている発樋調査のグリヅドを、本絢1並区へ延

長して設定した。獄図県壊滅虫;化財セゾターのグリ γ ド設定方法は、調査区内に任意の点 1館所を

選定しこの基準械から術~t基践と これにi直交する東商事車線に 4x t1 mのグリ ッ ドを設定する。本

調夜区のグリッ ドは、東西方向 (X動向)に東から2文字のアルファベ γ ト(LP、LQ、LR・・ ・)

を、同北方向 (y軸}に閣から 2桁の数字 (31、32、33・・・1を配L、その組み合わせをグりッ

ド名とした。

発錨潟査は6月1日から6月29日の日程で実施した。 6月i目、機材を織入し、調涯を側始。パッ

クホーによる2陸上除去作業開始。 6 月 2 目 、 グリヅドを設定し、第II 、Ill~雪(遺物包含婦)の織り

下げ附始。 6月16日、i軍備調殺をDfl始。6月14日、平面実測、絶形測量を開始。6月't7白、調査区

全然、 i軍備の'芋 ~ø量彫突緒。 6 月29日.償討を撤去して捌蕊を終了。

遺跡の位置Eと地形 ・地質

遺跡の位置

遺跡は秋l副市の北京都にあたる秋悶術河川'f.:M子沢に所粧する。秋岡市街からは主要地方道秋Ill. ， 
八郎潟線的添川平:添川にある添川i儒を過ぎた所で£折L、主要地方道駄側 ・昭和線を約6∞m北上

して坂を玉まりきった左側め傑潟約45mの段丘上に能債する。

北総39'45' 17" 、~!経140、 8 ' 15'で、JR東日本依田駅から北へ約4.51m、同本海から約7

1m内l控へ入った地点である。

遺跡の地形・地質

遺跡は上新繊丘陵の術商封書に紘位する。 この上新駿丘陵I~際高田-2∞mのかなり I瑚析を受けた

I也形で、谷官官1(1;は3O-50/ko'、 また.起伏量は1∞-150/10'の地績が大部分を占めている。

1砲貨は第三紀中j[般の蛸灰色泥岩{船川崎}、鮮新世に属する脊色砂質シルト(笹岡熔〉、向じ

く背灰色泥告(ヲモ徳寺飽)等からなっている。

Jit跡の術側を流れているJi!lJ1I沿いには、3段の段丘が認められる。上{立は湯沢地区北方の傑尚80

-100mの慌で、 上新城E陵的中ではず苗商い嗣である。かなり開析を受け、分布は大型rQ部的で

ある。中1([1主藤合及び訟際地区北方で、標高70""80聞の蘭が細長く分布Lている。この街もかなり

附析を受けているがー応連続したiliiをもってい者。低位は湯沢地区付近の陳腐50-ωmの平I且な術

で、この幽はあまりl揖析を受けていない。構成腐は蔵大径IOcmの艇を含む砂織婚である。
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!l!1図遺跡の位置
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なお‘ h且川は雄物川町宣流で太平山の題情lに滅を発し、秋削市街地を質流して太平JII.駄間運河

へf主〈・延長約2Smの河川である。

書考文献

経済企画庁総合開発局悶土絢査謀。「土地升m基本甥査地形 ・重刷地質 土じよう 秋岡J19剖年3JJ

遺跡の概観

遺跡は上新総丘陵の南西端、 南北に延びる舌~~台地に立地 L、制聞は南北f紛m 、 東西帥.-l80m

と推定される。

調資区はi曹跡の北東部で、台砲の縁辺部である。調査区の北西側は平坦商であるが、 m.)I(側I主

緩斜面である。傾向は約45mで、現水闘薗である沖積低地との比高設は約28mである。

調廷の結娘、縄文時代の畷穴住賠跡、土摘、焼土，軍機等が、平坦蘭及び斜碕から検出された。

隣侵する遺跡は南東約4∞mに縄文 ・平安時代の r飛鳥闘灘跡』、聞東約8ωmに縄文 ・平安時代

の f戸平JII遺跡J、間約 1k.l~縄文時代の「地ノ内 I 遺跡」 等の関連i軍綜が所裂する。

周辺の遺跡 {第2鴎)

則前1-63年度時間市制糊会カ糊した遺跡鋒細分布損益に基づいて、制11附の遺跡に

ついて慨観したい。

旧石録時代

1遭跡のみの確認で、分布掬来日書に 「古紙麹日鴻飾付 )Jから石刃を 1点鋒集している。

縄文時代

「治沢台11選総(10)Jは中期の港総で、土穏及び石捺 (6鎖、 お匙、 へラ状石齢、勝製石斧、く

ぼみ石川採集している。 「戸平川護縁側」は酬の酬で、情 {郁 土様、脚土器、制

形土総}及び布告書(石鎖、 石匙}を援集している。

「大堤遺跡(1)j、 「飛鳥田遺跡(8)ι 「湯沢台 I遺跡(9)j、 「溺沢台11退陣事(10)J、 「湯沢台

lIIi章跡(U)J、 「湯沢合IVjJj跡(12)J、 r~ノ内 l 遺跡(15)J、 n也ノ内H遺跡(l6)J、 「飴木台 I遺

跡(20)J、 「鶴本台Ilil!:跡(21)J、 「鎗木台日l遺跡(22)Jからは、分布測班時に縄文土器及び石官官等

を録集している。

弥生時代

閥辺では確認されていないが、北方の上新滅地区で数遺跡から遺物が発見されτいる。

- 4-
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古代

『古紙旭議詠(6)Jは、干JlI1S年に秋間市教育安員会が秋則市史錫さん資料品1査のための学術調

査としてR$l益者調進Lた。調査の結果、 平貰;、)LJl:、軒丸託、須.'M.骨量峠 {底締切り離しl自転へ

ラ切り無澗護、 版部切り離 し回転糸切り無利撚〉 ・尚台押c・双ヰ亦・室主・鍵等が出土し、平安時代

lïoj~るのQ窯であることが*'J呼H..た。 凶方約5.5加に紘従する紋悶棋の瓦を燃IU した}[J旬併般の繁跡:

と一号えられている。 r蓬国語紘(13)Iからは t師総拠 ・鉢、須恵線、土製品の破片引制している。

「太sI遺跡(2)J、 r ，!i lII:祖国 l遺跡(3)J、 「占繊細H池跡(O J‘ 「古峨勉IIJ遺跡(5.1、 「飛鳥

目I遺跡(8)J、 「湯沢台 I遺跡(9)J、 「湯釈台W遺跡(I2)J、 「長111遺跡(I4)J、 「戸平川遺跡(19).1、

「伐木台ru遺跡(22)J からは、分布湖五時に土tJli~昔、須想録、 赤褐e士総等をt是』起している。

中也

「刷協i7)JI主組川おi同僚削~40mにあったIfI制|小学校跡地と考えられるが、 隊舎建築の
際に仮綴されている。 r地ノI絡(l7}Jは旭川l左綜の標高約切mに{立践する。船主単調lで、市側に

2段の1緩和、北 ・南側に術潟、At伽jに岱臓が認められる。 r美総(18).1は処川在緒的標高約1∞m

に位隠し‘地ノ内l1i'iとは締1時きである。似は頂部と 、 ここから派生する 6 ケ所のJé恨を利陣l した~

郭から皐り、湖、 1用車E、。巴樹、日昼剥が認められる。本館跡はA!l川紘一駄では般大腿6!である。

，~ 1 r~支出県依岡市追跡詳細分布誠.lf織l!f，;!lJ 秋田市教育書n会 19舶会事3月

Z土2 r(:責凹市湯沢市湯沢由」 五寸胤背郎遺跡とその資料1111965年献m市とその周辺 1965年

「環状 貌4号」 駄削除埋説文化財保雄サーク'"r康状J 1982年 3~
設3 r除削，11添JII学戸l'JlIj JJ.十嵐芳郎 i富跡とその資料H印刷年駄旧市とその周辺 凶臼年

「紋曲市周辺町縄文焼叫l輩且後l>iI朋の遺跡概弾』 興山 籾依田考術学22努秩問呼古学協会

l部3年 9J')

設4 r古峨捌型車総費縁側置概亜』 炉議武1・ 守成64乙耳E秋田考古学I品企研究会情料 除問考古学協会

l回4'.9月

詰 5 rwa市'll}沢宇是正問」 五十嵐芳郎遺跡とその資制1111965年紋国市とその開辿 1965'ド
l!H r欣旧保町中枇蹴鮒J 駄剖県文化財調査報告S郷86都 倣III県教背番員会 19刷色鮮3月

設7 oii6に同じ

設 8 :!:l・6に同じ
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第3図 遺跡周辺の地形

- 7-



114図 グリッド配備図
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調査の記録

1臨本土周 (第S肉}

』高本土駒I主、第 1m爽土{磁土、穂地)、lIlUIi4附褐色

士(炭化物 ・ ロームI純子a~人} 、 !Il 1IIN!!黒褐色土{鋭化物

君主人}、第rv/a給質調臨色余、書1v..，官官褐色土で、自官H、IU

114が漬物包含局、lIlrv届がローム割幅修層、lIlV鰐がロームRI

{地山】である.

遺構と遺物

検11j遺構は堅穴住h封勝Uf、+.l縄1:1雄、焼土遺椛21.五、 ピッ

ト等で、全て地山I宣lでの繍~である。

竪穴住居・

2号住居跡 {第6伺}

調夜Ii<.:中央部の斜面で検問された.

11 

回

w 

v 

115図基本土居住状回

平面形I'Ut半のみの確認で~るが、術内形を呈すると考えられる. 纏認簡からの深さは初~ぬ慣

で、'\'.はほぼ垂廷に立ち hがる.ピ γ トは住陪内外に13例検m~れたが、~性穴は不明である.炉

は地味炉で、 強〈大熱~受けている. ~伝は 2 段偶造で、 mから約 1 m内側に段が付< . I桁耐はほぼ

平坦で百齢、

出土遺物

土・ (;f!10国 1-5)

2はU:OIi.位は積土出土である. 1は11.鉢形土容の腕節で、絶文はLR'RL単節原体を用いた

鮪来羽状縄文である. 2は傑鉢形土器の駒吉Eで、地士はLR両陣節*'1111文(償健闘転}である.J 1'1 

m鉢形土濃の回線舗である.平総n紙で、文織はF軽減により叩l織に恨黙できない。4は傑鉢}fH 罰

の11縁部である。平緑口織で、地主I~L R IjI節.fil縄文(縦{立回転)である。 また、縄文脈体的l間端

部を』刊のt置で絡んだと考えられる文様が認められる. 5は傑鉢形よ般の嗣部で、地文はRL .!lllll'ffil 

縄文 {横位回転}である。

健に縄文土器片が少11.酬上Lている.

石lt(第11図 1) 

1は床面路上の事円状回平行艇石器である.扇平f.t自rt:.債の 1側緑に両面加工を晦すもので、お

nlt安山岩である。

他に石器制片が l点rH上している。

-9-
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主場

1号主繍 (第7凶)

調査l丘北西部の平担商で検出された。

プラソは長船l侠lcm、短世hl2蜘.0)術円形を良し、!l1!説i面からの採さは25<:"である。西宮は緩く立ち

上がり、低植iは丸みがある。

出土遺郷

土器 (耳HO図6-10)

全て寝土出士である。 6、7は肺j一品1体で、鉢形土慌の頭部及び休部である。口絃車部が r< Jの

字状に外傾し、地文はLR'RL'il節脚、体による羽状蹴主である。8-10は同ー闘体で、鉢形土訟

の畠は門縁部、 9 、 10は体書官である。 口保は折り返しロ緑で、体部地文は L R単節~I縄文{積院I自

転;)である。

他に純文士官告片が少』晶、石官官却l片がZ責点出土している。

2号土績 (第7関)

調査区中央官官の斜簡で検出された。

プヲ γは長曲h ll恥町、銀輪I∞冊0)締円形を烈し、盛認衡からのB揺さは1知nである。雪量はほぼ~ffi(

に立ち上がり、kI:耐はほぼ平服である。

造物は縄文土総片が数点出土している。

3号土繍 {第7悶)

調査l孟<1'央郎の斜田Iで検出された。

プラ γは長紬80冊、 t量輸10田町構内形を塁し、確認l面からの燦きは30叩である。I'I!はほぼ義艇に

立ち上がり、民dliはほぼ平担である。

出土遺物

土器 (1I'l10閃11-13)

全て讃土出土である。 IIは鉢形上官告の口縁部である。口縁部は内寝苦しながら立ち上がり、日唇部

に俸状工共による婦問:主が認められる。地文はLR単節iil縄文(横位回転)である。12は傑鉢形土

6;1の胸部で、砲文はLR単節斜縄文(調書位回伝)で串る。 13は深鉢形土訴の胴部である。地文はL

R単節斜繍宜(縦位回転)で、条聞があいている。

他に縄立土爺Jtが数点、石器剥片が1点、出土している。

4号主繍 (第7閃)

調査区中央部の平組砺で検出され、 5..1..}上績を切っている。

-ll-



プラ ゾは長紬8()冊、短構1160聞の附円形を虫し、確認樹からの深さはぬ叩である。!'tは緩く立ち上

がり、ll:耐は丸みがある。

出土遺物

石器 {第ll[盟2)

2は榎ー1，出:1，の〈ぽみ石である。自然傑の前耐に〈ぽみ世sが欽ケ所認められるものである。

他に縄立i総片が2点出土Lている。

5号土繍 (第7図}

悶盗夜中火郷町平唆摘で検出さh，4号土嫌に切られている。

プラ γは長側18()畑、短剣71)咽の4宵円形を ~J し、磁ag耐からの織さは10閣である。 自主はほぼ蚤i自に

立ち上がり、底面は平組である。

濯物の出土はなかった。

6号土繍 〈第7関)

調査区中央錦町平坦蘭で検出された。

プラ Ylj:長紬90師 、 短紬50cmの構内形を長し、確認miからの官製さは55叩である。 ~は南 ・ 両側が

内縦して立ち上がり、E車両lは同総がピット状に織り込まれている。

出土遺物

土器 {第10悶14、15)

いずれも磁土出土である。Mは官事鉢形土総の劇部で、地文はRL単節斜縄文(備位回転)である。

15は繰鉢形士宮骨の胸部で、地文はRLlJ!節斜縄文(悦位回転〉である。

他に縦文土骨量片が10数点、お器剥片が数点出土している。

7号主繍 <m7悶}

純資区内部の平担衝で検出された。

ずラソはi主桜蜘の円形を誕し、健認il1iからの深さは25cmである。量産はほぼ.!1!H置にJ):ちよがり、底

蘭は平組である。

治物のIlJ土はなかった。

B号土績 {第7鴎)

調査区北衛部の平知商で検出された。

プラゾI主張絶割lcm、短軸70閣の惰円形を唱し、確認蘭からの泌さはI恥mである。畿はほぼ義副に

立ち上がり、底部は平患である。
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法物は織文 土骨量片が散点lil1ニしている。

9号土繍 〈第8関)

調査区東部の斜面で検出さh、13号上織を切っている。

プランl:ti正融hl60師、総輸15加nのf背円形を患し、 確認函iかちの深さは100閣である。緊は内湾気

味に立ち上がり、新面形It袋状をなす。眼前は平坦である。

遺物は縄文土器片が l点出土している。

刊号主繍 (第8図}

調査区東部の斜面で検出された。

プラソは兵制1柏畑、結馳120酬の筋肉形を~し、犠銭前からの滞在は割b別である。 !l;!('::南側がほ

ぼ~jgに他は内務気味に立ち上がり、断筒形は袋V~をなす. &阜商は平鹿である。

造物の出土はなか今た。

11号土繍 {自ff9凶)

1唱在広東部の斜l師で検出された。

プラソは長馳おOcm、銀馳23Qcmの術門形を以し、確認函からの深さは100佃である。口臓部は広

〈作られており、段訟をなしている。憶は内湾気味に立ち上がる部分もあり、断ilii形11.若干袋状を

なす。底砺は平坦である。

遺物は純文上骨量片が2点、 6器剣片が1点i封土している。

12号土繍 (第9図)

制白区中央部の斜街で検出された。

プラ γは径70<111の円形を虫し、傭認而:からの滞在は40閣である。 ~はほぼ議直に立ち上がり 、 証正

t自Iは丸みがある。

Jl!物のftl上はなかった。

13号土崎 (第9関}

調査!il:JI(簡の斜商で検出され、 9号上嫡に切られている。

プランは長馳90cm、倒ltt短融制l<mの鰍1'1形をli¥し‘確認悩からの深さは2OCI1Iである。僚は綬〈立

ち上がり、底面は丸みがある。

漬物のIII土はなかった。
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第10図遺構内出土土曽

娩土遺嫡

1号娩土遺綿 (第9図}

絢丘区中央部の斜面iで検出された。

焼if{1主lli猷)Cmの不終形を竪し、強く火熱を受けている。

2号娩主遺構 (W，9凶)

拘置区中央部の平悶岨iで検出された。

焼艇は長事由:15cm、短靴25叩の精円形を塁し、強〈火然を受けている。

ピッ ト群

悶資IEの凶部、中央部、 3駐車部で倹出された。

後20-30師、採さ10-20，m町住穴状を認するものである。
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出土遺物

石器 (第11綱引

1号ピット出士のくぼみ石である。自然燃の両I而にくぼみ部が飲ケ所認められるものである。

遺構外出主主器

綿貫土日告片が数点出土したのみである。全て地文のみであり、また療減が苦しく鴎示しえなかっ

.. ~。

遺構外出土石器

新宮告側片が数点III上したのみである。
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まとめ

• H{遭締は上新城丘陵町1町内繍に位置し、調嵐広は樹北にItぴる孟状台地の北東部である.

調査の結果、検出jJJ櫛は堅，i;1t:~9跡 l 杯、 士嫡13m、 処士遺品骨 2~高で 、 出 t遺物は上皆、 éill'~で

ある。上官告は全て破片であり、制文地文のみのものがほとんどである。このような状況で叩l舗に11指

揮lを特定するのは銅鉱であるが、1'，干の検討を加えてみたL、
電量"佳昭跡は l艇のみの検IHである.斜面であることからJt阜のみの纏認であるが、平副形ば栴

I'IOを唱すると考えられる.11'ほ地広炉で、床蘭は21量償』置をなすものである.このような形態の

酬は、柳欄JJiff雌制糊『桜ノ上E逼晶、 f躯ノj，f'語thJ.1胴 d晶、 『台A

誕紘J、 f f堤A遜詠J、仙北郷協和町「上ノ 山 11選総J、能1~1fi f杉沢台選詠」等で投出されてい

る.株間市御所野丘陵部遺跡併では縄文時代中期初頭から中郷にか貯て、 「上ノ山日遺跡Jでは縄

文時代前期中高Eから後紫にかけて、 l 杉沢台湾跡J では縄文附l~nIJJUI後~から中期初頭にかけての

時l闘に検出されている。また、時世~.\伐181.庫の床面からは苧門状田中rr製有器が 1 点出土している。

この情内状扇"'I'tr製石径は1'1尚武1.掃に伴うiI物で、総立時代前 ・中期に出士している.

調査区北側で紋田高島甥鼠文化財セ γ ターが!l!Jーした東北繍断自動事道注Iff~回線獲量量に伴う !亮輔

継 では、 縄文時代前期蝕から中州葉にか吋ての聾穴住胸中、臨時代中 ・棚畳び酬の

t鴛煙設遺騰が検出され、 古代町上:r;も防上している.

以上のことから、本遺跡は縄文時代と平安時代の彼合遺跡で、ぷ調査区は遣栴と漬物から縄文附

代，iij即i後Eきから巾期的態にかげての時期対考えられる。また、ぶ槻針区1:1:遺跡の北京都という1<L11t

的なことなどから潰跡の世特を偲腿するには烹らなかゥたが、!IH曹のー部分であるとl1t測される。

今後は秋問県思議主化財センタ"の調在結呆平、本i盟締の削・両側の未満定地且ぴ網辺遺跡の瑚在

を合的て遺鱒の性格を検討する必要があると考えられる.

nl r秋田信受理事hlli市開尭関係lI.il宜化財亮揖蔵寛繊告鴨 llilトE遺構J 故田市量育普員会
B時的'3月

lt2 r秋田臨空港新鶴市開発関係樹蔵文化財発揚拘'fi輔告書 縦ノ I'，F遺跡』 牧田市Il<背番員会
19851事3月

，r3 f駄旧総'a綿貫I都市開縄関係州議文化財指掲概査縦約由 州崎八車跡l 秋田市教背番目企
1985年 3月

::~ 4 r秋田JlIZ市開尭置制嚇軍関係聞雌文化財是婦淘1f輔告画 官八適時J 依岡市教育事回全

1986徐3Jl
lE5 r倣匝街務市開尭聾個本書関係担雄主化財母語調査機告曹 下縄A遺跡』 依田市誼宵番員会

t鎌田年3月

義6 r車.t.慣寝耳自鋤$道飲回線量偏調査機告書目 上ノ山Il遺跡』 紋岡県文化財調査報告書鵡166鴨
秋岡県揖育委員会 I!闘停3JI 

i1'1 r杉沢台遺跡尭御調査輔併畠J 秋旧保主化財調査線告書第83県枚出県段宵華民金 1981年3月

U8 平成6年5月11日から10111fIまで克縄調査会突指し、現前i艶聞・いでおる.報告甚陪平日置8草 3)1 
刊行予定である。
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